様式第１号（別紙様式）
６次産業化チャレンジ支援事業実施計画書
１　事業の目標
	


２　事業実施主体の概要
	名　称
	
	代表者名
	

	住所・所在地
	

	従事者数
	

	主な従事者
・構成員
	氏　　名
	年齢
	主な役割等

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	経営概要
(経営規模、
事業内容等)
	


３　取組計画の概要
 (1)企画・設計・開発に関する計画
	


 (2)年間スケジュール
　別紙のとおり（様式任意）
(3)生産（仕入※1）に関する計画【１次】　　　　　　　　　※1｢女性モデル事業｣のみ該当
	


	作物・品目名
	前年(　年度)
	事業実施年度(　年度)
	目標年度(　年度)

	
	作付面積(ha)
	
	
	

	
	出荷量(kg)
	
	
	

	
	作付面積(ha)
	
	
	

	
	出荷量(kg)
	
	
	

	
	作付面積(ha)
	
	
	

	
	出荷量(kg)
	
	
	

	
	仕入量(kg)
	
	
	

	
	仕入量(kg)
	
	
	

	
	仕入量(kg)
	
	
	


(4)加工に関する計画【２次】
　　　　　　　　　
	※商品の製造工程（フローチャート）を記載すること。



	加工品名
	前年(　年度)
	事業実施年度(　年度)
	目標年度(　年度)

	
	生産量(kg,個)
	
	
	

	
	販売額(千円)
	　　　
	
	

	
	生産量(kg,個)
	
	
	

	
	販売額(千円)
	
	
	

	
	生産量(kg,個)
	
	
	

	
	販売額(千円)
	
	
	

	計
	販売額(千円)
	
	
	


(5)販売・サービスに関する計画【３次】
	


	新商品・サービス名
	提供場所
	販売額（千円）

	
	
	前年(　年度)
	事業実施年度(　年度)
	目標年度(　年度)

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


(6)農福連携に関する計画（※該当する場合のみ記載）
①連携する障害者施設
	施設名
	連携内容

	
	


②指導及び雇用の計画
	指導員氏名
	指導日数(日)
	雇用する障害者氏名
	障害区分
※1
	雇用形態
※2
	雇用日数
(日)
	日給等
※3
	作業内容

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	
	


※1　障害区分は、Ａ型・Ｂ型及び身体・知的・精神・その他の別を記載すること。

※2　常時雇用の場合は「常時」、臨時雇用の場合は「臨時」、派遣の場合は「派遣」と記載すること。

※3　日給等の設定にあたっては、「富山県障害者工賃向上支援計画」の目標工賃等を参考にすること。
(7)農観連携に関する計画（※該当する場合のみ記載）
(8)地域内の関係団体との連携に関する計画
(9)６次産業化セミナーへの参加について（該当する項目の□にチェック（複数回答可））

	項目
	内容
	時期

	６次産業化セミナーへの参加について
	

	
	□希望する
	
	

	
	□参加したことがある（注1）
	―
	

	
	□今年度は希望しない（注2）
	―
	


（本事業をより円滑に実施いただくため、セミナーの受講を推奨しています。）

(注1)参加したことがある場合は、開催年度を記入

(注2)参加したい年度を記入
４　収支計画
　①別紙様式のとおり
②４年後の目標（該当に○）
　　ア　経営全体の売上高が10パーセント以上アップすること 
イ　新たな部門の売上高が500万円以上になること
５　事業費
 (1)経費負担区分　　　　　　　　　　　                            （単位：円）
	　年次
	事業費
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
	負担区分
	補助率
(Ａ/(Ａ＋Ｂ＋Ｃ)）

	
	
	県補助金
（Ａ）
	市町村補助金（Ｂ）※1
	その他
（Ｃ）
	

	○年度
	
	
	
	
	％

	　○年度※2
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	


　※1　市町村補助金は、「農観連携事業」のみ記載
　※2　｢農観連携事業｣により、商品・サービスの開発に取り組む場合は、２年度にわたる事業実施が可能です。２年目の事業の実施にあたっては、改めて、事業実施計画書を知事に提出し、承認を受ける必要があります。
　
(2)項目別事業費等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：円）
	区分
	予定
時期
	内容及び事業量
	事業費(円)
	規模決定根拠※４

	研究・開発・試作に要する経費
	
	
	
	

	加工機材の整備に要する経費
	
	
	
	

	｢農福連携｣の取組みに要する経費※1
	
	
	
	３(6)の②参照

	｢農観連携｣の取組みに要する経費※2
	
	
	
	

	｢女性モデル｣の取組みに要する経費※３
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	


※１　「農福連携事業」の場合のみ記載

障害者への指導費として、５千円／日（概ね４時間以上）×指導人・日数で算出した額を記載すること。ただし、補助対象経費は1,000千円を上限とする。
※２　｢農観連携事業｣の場合のみ記載
※３　 ｢女性モデル事業｣で施設整備を行う場合のみ記載
※４　規模決定根拠については、利用量や処理能力等を記載
６　事業完了予定年月日　
　　　　　年　月　日
７　添付資料
(1)共通
計画に関する以下の書類を適宜添付する。
・参考見積（10万円以上の機械の場合は、複数者の見積を取ること。）
・機械のカタログ等

・機械の位置図、配置図

・定款もしくは規約
・直近の決算報告書

(2)農福連携事業の場合
原則、雇用する障害者の障害者手帳の写しを添付する。
